	単位操作－２１５
	ギヤーポンプのスタート
（タービン駆動）
	作  成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	○自動起動システムのあるポンプはスタート前に次のことを行う。

   ・自動起動信号を切る。

   ・吐出バルブを閉める。

○サクションラインに水が溜まるポンプはスタート前に水抜きを実施する。

(1) 

1． 潤滑油レベル、色を確認する。状況に応じ、金属分・水の有無等をドレン弁より抜いて確認する。

2． 潤滑油フィルターのあるものは差圧が規定値以内であることを確認する事。

(8)ドレンの無い事を確認。

  （入口、出口ライン・蒸気室)

(10)
1． ターニングは補修後及び機器上必要なものについては必ず実施すること。

イ．ターニングは３回転以上実施すること。

1． 安全弁を吹かさないように注意すること。

2． ポンプ吐出圧力がプロセス圧力より高いことを確認しながら吐出弁を開ける。目安としてはプロセス圧力の１.１倍程度とする。但し、安全弁の前漏れ圧力以下とする。

(18)スタート約10分後に異常の有無を再度点検する。（熱、振動、音、洩れ、圧力、フラッシング、蒸気圧力、回転数、潤滑油レベル）    

○自動起動システムのあるポンプはスタート後、予備機を自動起動状態とする。
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潤滑油を点検する





ポンプ吐出バルブを開ける





終 了





タービン排気バルブ開を　確認する








リターンラインはあるか








ポンプ吸込みバルブ開を確認する





冷却水の通水を確認する





蒸気ライン・ケーシングを　暖機する





トリップレバー作動確認後リセットする





蒸気入口バルブを少し開け、低速回転で暖機する





ポンプ・タービンの異音・振動を点検する





蒸気入口バルブを徐々に開け、ガバナーが効き出してから全開にする





ポンプ吐出バルブ閉、�リターンラインバルブ開を確認する





はい





いいえ





定常回転数まで上げる





リターンバルブを絞って昇圧し、吐出バルブを開ける。





ポンプ吐出バルブを開ける





リターンラインバルブを閉める





流量を調整する（ガバナーにて回転数を調整）





各部を点検する
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